
勝
婁
宝
窟

の
行
道
体
系
に

つ
い
て

鶴

見

良

道

嘉
祥
大
師
吉
蔵

(五
四
九
-
六
二
三
)
は
、
天
台
大
師
智
顎

(五
三
八

-
五
九
七
)
の
よ
う
に

『
摩
詞
止
観
』
や

『
菩
薩
戒
義
疏
』
の
如

き
、

ま
と
ま

つ
た
形
で
の
行
や
戒
に
つ
い
て
の
著
作
を
残
し
て
い
な
い
の
は

周
知
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
従

つ
て
吉
蔵
が
行
、
特
に
主
題
に
掲
げ
る
如

き
行
道
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、
吉
蔵
自
身
の
現
存
す
る
著
作
中
か

ら
行
に
関
す
る
記
述
を
見
い
出
し
、
吉
蔵
の
行
道
観
を
考
察
す
る
よ
り

な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
小
論
で
は
、
そ
の
点
よ
り
『
勝
髭
経
』

の
経
説
中
、
特
に
行
及
び
戒
を
説
く
と
さ
れ
る

「
十
大
受
」
「
三
大
願
」

「
摂
受
正
法
」
を
中
心
と
し
て
、
吉
蔵
が
註
釈
を
加
え
る

『
勝
髭
宝
窟
』

に
お
い
て
行
道
体
系
を
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
せ
て
い
る
か
を
考
察
し
て

み
た
い
。

吉
蔵

は
、
仏
道
の
行
道
体
系
を
示
し
て
乗
の
三
義
や
正
法
の
四
位
を

も

つ
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
正
法
の
四
位
に
つ
い
て
吉
蔵

は
、
『勝

髭
宝
窟
』
に

通
是

一
正
法
。
法
法
不
同
。
凡
有
四
種
。
一
理
。
二
行
。
三
果
。
四
教
。
理

者
諸
法
実
相
理
。
如
実
相
理
而
修
行
。
故
有
行
正
法
也
。
行
満
得
果
。
故
次

明
果
。
前
三
為
自
徳
。
教
正
法
者
即
化
他
。
此
四
摂

一
切
正
法
尽
。
初
言
広

大
者
。
謂
理
正
法
也
。
次
言
無
量
者
行
正
法
也
。
得

一
切
仏
法
者
果
正
法

也
。
八
万
四
千
者
教
正
法
也
。
今
標
此
四
門
。
後
次
第
解
釈
也
。
又
前
三
句

即
是
乗
三
義
。
理
正
法
是
乗
性
也
。
行
正
法
即
乗
随
也
。
果
正
法
即
乗
得

也
。
教
正
法
為
他
説
乗
三
也
。
 

(
T
37
・
29
c
)

と
説
き
、
正
法
は

一
切
の
言
語
を
遠
離
し
て
権
実
境
智
を
説
か
ず
寂
滅

の
相
で
あ
る
と
し
、
不
二
二
義
二
不
二
義
の
相
即
義
と
し
て
説
明
さ
れ

る

「
仏
法
の
大
宗
」
か
ら
す
れ
ば

一
正
法
の
み
で
あ
る
が
、
正
法
の
実

践
と
し
て
の
仏
道
の
行
道
体
系
か
ら
す
れ
ば
、

理
、
行
、
果
、
教
の
四

正
法
と
し
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
理
正
法
と
は
諸
法
実
相
の
理
の
こ

と
で
、
実
相
の
理
の
如
く
修
行
す
る
こ
と
が
行

正
法
で
あ
り
、
修
行
が

満
じ
て
仏
果
菩
提
を
得
る
。
こ
れ
が
果
正
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
果
正

法
即
ち
仏
果
菩
提
に
よ
っ
て
教
正
法
で
あ
る
化

他
の
法
門
が
説
か
れ
る

と
し
て
、
仏
法
の
行
道
体
系
を
四
位
で
論
ず
る

の
で
あ
る
。

乗
の
三
義
に
つ
い
て
は
、
『
勝
髭
宝
窟
』
に

失
乗
三
義
者
。
乗
有
三
種
。
謂
乗
性
乗
随
乗
得
。
忘
失
正
法
者
。
謂
失
乗

勝
量
宝
窟

の
行
道
体
系

に

つ
い
て

(
鶴

見
)
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勝
蜜

宝
窟

の
行

道
体
系
に

つ
い
て

(
鶴

見
)

性
。
乗
性
即
是
実
相
理
。
忘
失
正
法
則
失
大
乗
者
。
第
二
明
失
乗
得
。
乗
得

即
是
乗
果
。
乗
由
実
相
理
成
。
既
忘
失
実
相
則
忘
失
大
乗
也
。
忘
大
乗
則
忘

諸
波
羅
蜜
者
。
第
三
忘
失
乗
随
。
乗
随
謂
因
也
。
以
随
順
実
相
以
修
諸
度

故
。
以
諸
度
故
名
日
乗
随
。
 

(
T
・
37

・
24
b
)

と
説
き
、
『勝
髭
経
』

の

「十
大
受
」
に
お
け
る

忘
失
法
者
則
忘
大
乗
。
忘
大
乗
者
則
忘
波
羅
蜜
。
 

(
T
12
・
2
1
7
c
)

の

一
文
を

『
十
二
門
論
』
に
説
か
れ
る
所
の
乗
の
三
義
を
配
当
し
て
解

釈
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
吉
蔵
は
、
正
法
を
乗
性
即
ち
諸
法
実
相
の
理

と
し
、

正
法
即
ち
実
相
の
理
を
失
す
れ
ば
乗
得
即
ち
乗
果
を
失
す
と
説

き
、
乗
果
と
は
実
相
の
理
に
よ
っ
て
成
ず
る
所
の
仏
果
菩
提
で
あ
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仏
果
を
失
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
乗
随
即

ち
実
相

の
理
に
随
順
し
て
行
ず
る
諸
波
羅
蜜
の
因
行
を
失
す
る
こ
と
で

あ
る
と
し
て
、
行
道
の
次
第
を
乗
性
、
乗
随
、
乗
得
の
関
係
で
説
き
、

正
法
の
四
位
に
配
当
す
れ
ば
理
正
法
は
乗
性
、
行
正
法
は
乗
随
、
果
正

法
は
乗
得
、
教
正
法
は
為
他
説
乗
三
と
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

行
道
体
系
に
お
い
て
理
正
法
と
果
正
法
と
の
関
係
を
結
ぶ
の
は
行
正

法
で
あ
り
、
仏
道
修
行

は
こ
の
行
正
法
の
実
践
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
吉
蔵
も

「
同
じ
く
仏
性
有
り
と
錐
ど
も
、
要
ず
須
ら
く
菩
提
心

を
発
し
、
方
に
作
仏
を
得

べ
し
。
発
さ
ざ
れ
ば
則
ち
作
仏
を
得
ず
。
」
(T

37
・
42
c
)
と
し
て
、
如
来
感
が

一
切
衆
生
に
内
在
さ
れ
悟

へ
の
因
と

し
て
在
纒
位
の
法
身
と
定
義
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
如
来
の
立

場
よ
り
衆
生
に
向
け
ら
れ
る
方
向
性
に
お
い
て
、
如
来
に
の
み
有
仏
性

と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
吉
蔵
は
、
如
来
に
よ
っ
て
説
か
れ

る
有
仏
性
を
信
じ
菩
提
心
を
発
し
、
菩
薩
行
を
修
す
べ
き
で
あ
る
と
説

き
、
発
心
し
な
い
所
に
ど
う
し
て
作
仏
が
あ
ろ
う
か
と
し
て
行
道
を
強

調
す
る
の
で
あ
る
。

吉
蔵
は
、
行
道
の
段
階
を
説
明
し
て

『
勝
蟹
宝
窟
』
に

若
約
位
論
者
。
忘
失
大
乗
。
謂
忘
失
仏
果
。
忘
失
諸
一
切
波
羅
蜜
。
則
忘
失

十
地
。
於
大
乗
不
欲
。
則
無
内
凡
三
十
心
。
於
正
法
不
欲
。
則
無
外
凡
十

信
。
此
四
摂

一
切
位
尽
。
従
本
以
至
末
也
。
此
四
位
得
成
者
。
約
正
法
実
相

観
明
晦
故
。
有
四
種
階
位
。
故
忘
失
正
法
。
失
此
四
位
。
後
摂
受
正
法
中
亦

明
四
位
。
謂
広
大
無
量
得
一
切
仏
法
八
万
四
千
。
今
之
四
位
。
即
是
後
四
中

則
是
無
量
及
得
一
切
仏
法
之
二
位
也
。
今
之
大
乗
即
後
得

一
切
仏
法
。
今
之

波
羅
蜜
及
二
欲
。
此
三
位
並
摂
入
後
之
無
量
。
 

(T
37
・
24
c
)

と
説
き
、
『
勝
鷺
経
』

の

「十
大
受
」
に
お
け
る

忘
失
法
則
忘
大
乗
。
忘
大
乗
者
則
忘
波
羅
蜜
。
忘
波
羅
蜜
者
則
不
欲
大
乗
。

若
菩
薩
不
決
定
大
乗
者
則
不
能
得
摂
受
正
法
欲
。
 

(T
12
・
2
1
7
c
)

の

一
文
を
解
釈
し
て
、
正
法
を
忘
れ
る
こ
と
は
大
乗
を
忘
れ
る
こ
と
で
、

大
乗
を
忘
失
す
る
こ
と
は
果
と
し
て
の
仏
果
菩
提
を
忘
失
す
る
こ
と
と

な
り
、
仏
果
と
し
て
の
大
乗
を
忘
れ
る
こ
と
は
、
仏
果

へ
の
行
で
あ
る

波
羅
蜜
を
忘
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
行

位
を
説
い
て
、

一
切
の
菩
薩
行
で
あ
る
波
羅
蜜
を
忘
れ
る
こ
と
は
、
行

位
に
お
け
る
十
地
の
階
位
を
失
す
る
こ
と
で
あ
り
、
仏
果
と
し
て
の
大

乗
を
欲
し
な
い
の
な
ら
ば
内
凡
の
三
十
心
即
ち
三
賢
位
を
失
し
、
正
法
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欲
即
ち
仏
法

へ
の
信
す
ら
起
さ
な
い
な
ら
ば
外
凡
の
十
信
位
も
な
い
と

し
て
、
諸
法
実
相
の
理
即
ち
正
法
を
根
底
に
し
て
大
乗
、
波
羅
蜜
、
大

乗
欲
、

正
法
欲

の
四
位
に
よ

っ
て
行
と
果
と
の
関
係
が
摂
じ
尽
さ
れ
る

と
す
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
吉
蔵
は

不
忘
正
法
。
便
能
越
凡
。
即
初
地
也
。
 

(
T
・
37

・
27
c
)

と

『
勝
髭
宝
窟
』
に
説
き
、
す
べ
て
の
因
と
し
て
の
行
の
始
め
で
あ
る

正
法
欲
を
起
さ
な
い
な
ら
ば
十
信
位
を
も
な
い
が
、
正
法
を
忘
れ
な
い

と
す
る
心
を
発
し
、
大
乗
へ
の
行
を
修
せ
ば
、
凡
夫
地
を
越
え
、
初
地

の
階
位
に
あ
る
と
吉
蔵
は
、
行
道
の
階
位
を
説
く
の
で
あ
る
。

吉
蔵
は
、
「
正
法
実
相
観
の
明
晦
に
約
す
る
が
故
に
四
種

の
階
位
有

り
」
と
し
て
、
『勝
壼
経
』
の

「
摂
受
正
法
」
の
段
に
説
か
れ
る

正
法
四
位
 
理
正
法
 
行
正
法
 

果
正
法
 

教
正
法

乗
の
三
義

災
性

乗
随

 

乗
響
 

為
他
説
乗
三

経
文

氏
大
 

無
蚕
 

鴛

一
切
仏
法
 

八
一萬
四
千

(仏
果
)

正
法
 
大
乗
 
波
羅
蜜

大
乗
欲

正
法
欲

(因
行
)

自

利
 

「
利
他
」

勝
量
白
仏
。
摂
受
正
法
広
大
義
者
。
則
是
無
量
。
得

一
切
仏
法
。
摂
八
万
四

千
法
門
。
 

(T
12
・
2
1
8
a
)

の

一
文
の
広
大
、
無
量
、
得

一
切
仏
法
、
八
万
四
千
の
四
門
を
正
法
の

四
位
即
ち
理
、
行
、
果
、
教
に
配
当
し
て
、
そ
の
行
道
体
系
を
示
し
、

吉
蔵
が

『
勝
壼
宝
窟
』
に
説
く
行
道
体
系
を
図
式
化
す
れ
ば
上
段
左
の

図
の
如
く
に
な
ろ
う
。

吉
蔵
は
、
「勝
髭
、
無
名
相
中
に
於
て
、
衆
生
の
為
の
故

に
仮
名

相

を
以
て
言
に
寄
て
標
顕
す
。
」
(T
37
・
27
c
)
と
説
き
、
無
所
得
正
観
に

よ
る
中
道
実
相
の
正
法
こ
そ

『
勝
髭
経
』
が
説
か
ん
と
し
た
根
本
妙
理

で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
吉
蔵
は
、
す
べ
て
の
至
理
は

一

切
の
言
語
を
遠
離
し
た
諸
法
実
相
即
ち
無
名
相

で
あ
る
が
、
衆
生
の
た

め
に
仮
名
相
を
も
ち
い
て
宗
要
を
示
し
、
正
法
を
四
種
に
展
開
し
て
そ

の
正
法
の
実
践
体
系
を
説
き
示
す
の
で
あ
り
、

以
上
の
考
察
か
ら
吉
蔵

が
、
『勝
髭
宝
窟
』
に
説
く
行
道
体
系
の
一
端
が
明
ら
か
に
な

つ
た

こ

と
と
思
わ
れ
る
。
 

(註
記
省
略
)

勝
蟹
宝
窟

の
行
道
体
系
に

つ
い
て

(
鶴

見
)
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